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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  液晶表示装置において、集中荷重による電極
変形あるいは破断による対向する電極間の電気的短絡を
解決し、輝点状点欠陥の無い良好な表示画像の液晶表示
装置を提供すること。
【解決手段】  柱状スペーサーと対向電極を離して構成
することにより、集中荷重が印加されても、対向電極は
変形・破断することがない。このため対向電極間を電気
的に短絡することが無いので輝点状点欠陥には至らず、
良好な表示画像の液晶表示装置が歩留まりよく得られ
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  電極を備えた第１の基板と、
前記第１の基板に対向して配置された第２の基板と、
前記第１の基板または前記第２の基板に付設された前記
第１の基板と前記第２の基板との間隙を保持するスペー
サーと、
前記スペーサーと同じ基板上に付設された着色層、およ
び、画素電極または対向電極と、
前記第１の基板と前記第２の基板に挟持された液晶層と
を備えた液晶表示装置であって、
前記第１の基板と前記第２の基板間に印加された荷重に
よって生じる前記スペーサーまたは前記着色層の変形に
伴う、前記画素電極または対向電極の変形または破断が
生じない程度に、前記画素電極または対向電極と前記ス
ペーサーとが離間していることを特徴とする液晶表示装
置。
【請求項２】  前記画素電極または対向電極と、前記ス
ペーサーとの距離が３μｍ以上であることを特徴とする
請求項１記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は液晶表示装置、特に
基板間の間隙を保持するスペーサーと着色層を有するカ
ラーフィルターを備えた液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】以下に、従来のカラー表示アクティブマ
トリクス型液晶表示装置の構造について説明する。この
液晶表示装置は、基本的にアレイ基板と対向するカラー
フィルター基板との間に、液晶組成物が挟持されて構成
されている。アレイ基板においては、ガラス基板上に複
数本の信号線と走査線とがマトリクス状に配置され、交
点近傍にスイッチング素子としてＴＦＴ（Ｔｈｉｎ  Ｆ
ｉｌｍ  Ｔｒａｎｇｉｓｔｏｒ）が設けられ、ＴＦＴを
介してＩＴＯ（Ｉｎｄｉｕｍ  Ｔｉｎ  Ｏｘｉｄｅ）等
からなる画素電極が設けられている。また対向基板に
は、ガラス基板上にマトリクス状の遮光層（ブラックマ
トリクス）、ならびに赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色
（Ｂ）の各着色層が所定のパターンで配列されたカラー
フィルタが形成され、その上にＩＴＯ等からなる対向電
極が形成されている。そして、アレイ基板と対向基板と
の間には、基板間隙を一定に保つためにプラスチックビ
ーズのような球状のスペーサーが一定の密度で散布付設
されている。
【０００３】しかし、このような液晶表示装置では球状
のスペーサーに起因して、以下のような不具合が生じて
いた。すなわち、球状のスペーサーは、基板上に散布す
る際に部分的に凝集しやすく、凝集したスペーサーが輝
点状の表示欠陥になったり、あるいは、このスペーサー
は画素電極上にも散布されるので、スペーサー自体の光
漏れやスペーサー周辺の液晶の配向不良領域からの光漏
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れにより、コントラストの低下が生じていた。
【０００４】近年、このような不具合を解消するため
に、プラスチックビーズのような球状スペーサーに代わ
り、柱状のスペーサーを用いた液晶表示装置が提供され
ている。この液晶表示装置では、フォトリソグラフィー
により形成された複数色の着色層を積層する方法や、あ
るいは、着色層以外のスペーサー樹脂を塗布し、フォト
リソグラフィーにより柱状に形成するなどして、この柱
状スペーサーにより基板間の間隙を一定に保つようにし
ている。複数色の着色層を積層する方法では、透過率や
色再現性などの表示光学特性が着色層の厚さに関係し、
また、基板間隙も着色層の厚さに関わるなどの制約を受
けるため、一般に着色層以外のスペーサー樹脂を別に設
ける方法が一般的に採られている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら上記の従
来例の構成では、着色層を形成した後、ＩＴＯ等の透明
電極を形成し、その後、柱状スペーサーを形成する順と
なり、柱状スペーサーの下部および周辺に着色層や透明
電極が形成されているため、液晶表示装置を構成する液
晶パネルの製造過程において、液晶パネルの一部に一定
以上の集中荷重が加わると、柱状スペーサーが塑性変形
するとともに柱状スペーサーが透明電極層から着色層に
埋没する。さらには、柱状スペーサーが埋没した部分の
着色層が周辺に移動し、柱状スペーサー周辺が盛り上が
り、表面にある透明電極が持ち上げられ、対向するアレ
イ基板の画素電極に接触し、輝点状点欠陥となる。ある
いは、透明電極の分断破壊にまで至り、透明電極の破片
が周辺に飛び散り、上記同様に輝点状点欠陥となる課題
を有していた。
【０００６】本発明は上記従来の問題点を解決し、輝点
状点欠陥のない良好な表示画像が得られる液晶表示装置
を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】この目的を達成するため
に本発明の液晶表示装置は、電極を備えた第１の基板
と、前記第１の基板に対向して配置された第２の基板
と、前記第１の基板または前記第２の基板に付設された
前記第１の基板と前記第２の基板との間隙を保持するス
ペーサーと、前記スペーサーと同じ基板上に付設された
着色層、および、画素電極または対向電極と、前記第１
の基板と前記第２の基板に挟持された液晶層とを備えた
液晶表示装置であって、前記第１の基板と前記第２の基
板間に印加された荷重によって生じる前記スペーサーま
たは前記着色層の変形に伴う、前記画素電極または対向
電極の変形または破断が生じない程度に、前記画素電極
または対向電極と前記スペーサーとが離間していること
を特徴とする。
【０００８】また、本発明の液晶表示装置は、画素電極
または対向電極と、スペーサーとの距離が３μｍ以上で
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あることを特徴とする。
【０００９】本発明の液晶表示装置において、第１の基
板または第２の基板が、柱状スペーサーを備え、柱状ス
ペーサー周辺に画素電極または対向電極を形成しないこ
とにより、液晶表示装置の製造過程における液晶パネル
すなわち基板への集中荷重を受けても、着色層の変形に
よる画素電極または対向電極の変形、破断にまで至らし
めず、また、着色層が柱状スペーサー下部に無い場合で
も、柱状スペーサーの変形・破壊に伴う画素電極または
対向電極の破壊を防ぐことができるため、変形、破断し
た電極材による対向する電極間の電気短絡が生じず、輝
点状点欠陥の発生を防ぎ、良好な画像表示を得ることが
できる。
【００１０】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態につい
て図面を参照しながら説明する。
【００１１】図１は、本発明の液晶表示装置の一実施例
の外観を概略的に示す図であり、図２は、実施例の液晶
表示装置に使用するカラーフィルター基板表示部分の概
略構成を示す平面図であり、また、図３は実施例の液晶
表示装置において柱状スペーサー設置部を図２のＡ－Ａ
線に相当する線で切断した断面を示す図である。
【００１２】実施例の液晶表示装置は、光透過型のアク
ティブマトリックス駆動型液晶表示装置であって、図１
に示すように、液晶パネル１と、液晶パネル１を駆動す
るための駆動回路基板２と、液晶パネル１と駆動回路基
板２とをＴＡＢ方式で接続するテープキャリアパッケー
ジ（ＴＣＰ）３とをそれぞれ備えている。駆動回路基板
２は、信号線駆動回路基板２ａと走査線駆動回路基板２
ｂとが有る。表示領域４は、カラー表示が可能に構成さ
れた対角１４．１インチサイズで、パネル表面には、表
示領域を覆うように偏光板５が貼りつけられている。
【００１３】液晶パネル１は、図３に示すように、アレ
イ基板６と対向基板７との間に、それぞれポリイミド等
からなる配向膜８、９を介してＴＮ（ツイストネマティ
ック）型液晶組成物１０が挟持され、対向基板７上に形
成された柱状スペーサー１８により、基板間隙が一定に
保持されるとともに、図示しないシール材により封止さ*
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*れて構成されている。
【００１４】アレイ基板６は、ガラス基板１１の上に、
複数本（例えば６４０×３本）の図示省略した信号線と
複数本（例えば４８０本）の走査線１２とが直交するよ
うに配線され、各画素区画ごとに図示省略したＴＦＴを
介してＩＴＯからなる画素電極１３が接続されている。
図３は、図示省略したＴＦＴのゲート電極を兼ねている
走査線１２の上にも画素電極１３を形成しているが、走
査線１２の上に画素電極１３が無い構成でもよい。
【００１５】対向基板７は、ガラス基板１４上には、画
素分離のため、アレイ基板６に形成された図示省略した
ＴＦＴや信号線および走査線１２に対向する部分に遮光
層１５を形成している。遮光層１５は、酸化クロム膜を
蒸着し、フォトリソグラフィーでパターニング・除去す
る。この上には、図２に示すように、画素配列は、各赤
色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）がストライプ上に配
列されており、着色層１６は、走査線１２に直交するよ
うにストライプ状に形成されている。次に配向膜８、９
を介して液晶層に電界を印加するために、透明電極とし
てＩＴＯからなる対向電極１７を形成する。ここで、Ｉ
ＴＯは対向基板全面にスパッタリングで蒸着・成膜した
後、図示しないパネルシール部分とともに柱状スペーサ
ー１８の下および周辺部をフォトリソグラフィーによ
り、パターニング・除去している。その後、柱状スペー
サー１８をＩＴＯを除去した部分に形成する。柱状スペ
ーサー１８は、アクリル系樹脂、ポリイミド系樹脂、エ
ポキシ系樹脂などがあるが、特に限定するものでは無
い。また、本実施例においては、柱状スペーサーとＩＴ
Ｏ端までの距離を２、５、７μｍとした。
【００１６】このように構成した実施例における液晶表
示装置と、従来の液晶表示装置の集中荷重印加後の輝点
発生比較を行ったところ、下記（表１）のような結果が
得られた。ここで、集中荷重は、約４ｍｍ2の面積に、
５Ｎ／ｍｍ2の荷重とした。また、各構成の液晶パネル
５枚に面内５ポイントの合計２５ポイントでテストし
た。
【００１７】
【表１】

【００１８】以上のように構成される実施例の液晶表示 装置においては、製造過程で液晶パネルに集中荷重が加
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わり、柱状スペーサーおよび周辺部の変形、破壊が生じ
ても、着色層による対向電極の突き出しや破断が生じ
ず、これによる画素電極と対向電極の電気的短絡を防ぐ
ことができるので、輝点状点欠陥の無い良好な表示画像
を得ることができる。
【００１９】本実施例では、対向基板側に着色層や柱状
スペーサーを対向基板側に構成したが、アレイ基板側に
着色層と柱状スペーサーを、対向基板側に対向電極のみ
を構成した液晶表示装置であってもよいことはいうまで
もない。
【００２０】
【発明の効果】以上のように本発明は、集中荷重による
柱状スペーサーや着色層の変形に伴う対向または画素電
極の変形、破壊を起因とする輝点状点欠陥の発生を防
ぎ、良好な表示画像の液晶表示装置を歩留まりよく製造
することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の液晶表示装置の一実施例を概略的に示
す図
【図２】実施例の液晶表示装置に使用する対向基板の概
略平面図
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【図３】実施例の液晶表示装置において、柱状スペーサ
ー設置部を図２のＡ－Ａ線に相当する線で切断した断面
図
【符号の説明】
１  液晶パネル
２  駆動回路基板
３  ＴＣＰ
４  表示領域
５  偏光板
６  アレイ基板
７  対向基板
８、９  配向膜
１０  液晶
１１、１４  ガラス基板
１２  走査電極
１３  画素電極
１５  遮光層
１６  着色層
１７  対向電極
１８  柱状スペーサー

【図１】 【図２】
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